<Note>Tomb of Keiichi YOKOYAMA (a Clerk of Ikedachikugonokami) in Marseilles by 宮永 孝
<研究ノート>マルセイユに眠る幕臣・横山敬一
著者 宮永 孝
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 37
ページ 49-54
発行年 1985-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/10291
横
浜
鎖
港
の
使
節
一
行
（
総
員
三
十
四
名
）
が
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
し
た
のは元治元年（一八六四）一一一月十日（洋暦四月十五日）のことで
（２）
あ
る
。
上
陸
し
た
時
間
は
同
日
の
昼
下
が
り
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
旅
装
か
な
う
を
解
い
た
の
は
内
藤
遂
の
『
遣
魯
伝
習
生
始
末
』
に
よ
れ
ば
、
「
ホ
テ
ル
．
Ｆ・マルセイユ」とある。。‐：
（１）
行支配定役となった。
昭和五十七年初秋。
筆者は、幕府オランダ留学生の取材をおえて帰国する前、マル
セイユで数日すごした。この港町に寄ったのは、横浜鎖港談判の
た
め
に
欧
州
議
鬮
に
派
遣
き
れ
た
幕
府
の
使
節
ｌ
外
国
奉
行
・
池
田
鏑
後
な
が
の
二
守
（
長
発
）
に
随
行
し
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
上
陸
後
、
病
死
し
た
外
国
奉
行
定
役・横山敬一の墓を訪ねるためである。
つな
横山に関心があったのは、かれがオランダ留学生・林研海（紀）
の
縁
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
横
山
敬
一
は
、
池
田
内
膳
の
家
来
・
横
山
平兵衛の長男として文政十年（一八二七）江戸で生まれた。長じ
て
代
官
所
の
手
附
、
次
い
で
長
崎
奉
行
支
配
定
役
に
進
承
、
さ
ら
に
外
国
奉
八
研
究
ノ
ー
ト
Ｖ
マ
ル
セ
イ
ユ
に
眠
る
幕
巨
・
横
山
敬
一
（
宮
永
）
三了
ﾉレセ
ィ
ュ
に
眠
る
幕
臣
・
横
山
敬
一と
あ
る
だ
け
で
ホ
テ
ル
名
ま
で
は
記
し
て
な
い
。
リ
ユ
ー
カ
ヌ
一一一宅秀が「カナピールと云ふ町」といっているのは、門口①○⑭ロー
ピ
ニ
ー
ル
ロの宮かＨの（「カヌピエール街」）のことであろう。この通りはマルセ
こ
の
と
き
組
頭
・
田
辺
太
一
（
二
十
二
歳
）
の
従
者
と
し
て
随
行
し
て
い
た三宅秀（十六歳）が書きしるした「欧行日記」（『文久航海記』
冬
至
書
林
・
昭
和
十
七
年
刊
）
に
、
一
行
が
投
宿
し
た
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
、
と
あ
る
。
ま
た
副
使
・
河
津
伊
豆
守
（
四
十
四
歳
）
の
従
者
と
し
て
同
行
し
た
岩
松
太郎（二十三歳）の「航海日記」（『遣外使節日記纂輯第一一一』日本
史
籍
協
会
・
昭
和
五
年
刊
）
に
は
、
我
輩
投
宿
の
処
は
十
字
街
の
角
に
し
て
頗
る
壮
な
る
家
屋
な
り
…
…
「
カ
ナ
ビ
ー
ル
」
と
云
ふ
町
の
七
階
の
「
ホ
テ
ル
」
に
至
る
。
宮
永
四九
孝
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イュの旧港（『】①口門弔・耳）のすぐそばに位置する繁華街なのであ
る
。
池
田
筑
後
守
の
一
行
が
泊
っ
た
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
と
く
に
調
べ
て
承
た
論
け
で
は
な
い
が
、
カ
ヌ
ピ
エ
ー
ル
街
に
あ
る
七
階
趣
の
ホ
テ
ル
ー
後
年の国◎回合囿の鼻，げ・目吋ののことか。
横山敬一はインド洋を航海中、すでにかぜ気味であったようで、
船
が
寄
港
す
る
先
々
で
医
師
の
治
療
を
う
け
、
ま
た
船
内
で
も
診
療
を
う
け
法
政
史
学
第
三
十
七
号
サン・ピエールの墓地（正面入口）
（４）
と書費）しるしているし、談話筆一記（「文久鎖港使節随伴記」）の
中にも死亡前後の様子などを伝える記述がある。
と
あ
る
。
横
山
は
一
ヶ
月
以
上
も
市
内
の
蛎
院
で
手
厚
い
看
護
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
つ
い
に
不
帰
の
存
と
な
る
の
だ
が
、
死
去
し
た
の
は
元
治
元
年
（
一
八六四）一一一月二十一日（洋胖四月一一十六日）の夜十一時四分頃の
（３）
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
死
に
つ
い
て
三
宅
秀
は
「
航
海
日
記
」
の
中
で
、
ママ
什
一
一
ｐ
Ｈ
雲
。
横
山
死
す
。
マ
ル
セ
イ
ル
よ
り
毎
日
電
信
機
に
て
便
あ
泊川／◎。。ＱＯＤ。
横
山
敬
一
氏
は
、
エ
ジ
プ
ト
滞
在
中
、
風
土
病
所
謂
黄
熱
病
に
感
染
せ
し
に
や
、
マ
ル
セ
ー
ユ
に
着
す
る
や
熱
度
非
常
に
高
く
、
一
行
と
共
に
巴
里
に
芦」ア』
行く能はず、子は親戚の故を以て、看誰滞在を〈叩ぜられ麹に滞在
一
ヶ
月
、
名
医
の
投
剤
、
米
国
老
看
護
川
の
親
切
な
る
看
護
も
遂
に
其
効
な
く
、
異
郷
に
抽
投
せ
ら
れ
ぬ
。
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
滞
在
中
に
か
か
っ
た
黄
熱
病
Ｑ
の
］
旨
○
コ
けぐのＨ）が命取りになったのである。これは蚊が媒介する急性伝染
病であり、黄疸。高熱などを起こすものらしい。
当
時
、
横
山
と
同
じ
よ
う
に
鎖
港
使
節
に
随
行
し
た
翻
訳
方
・
山
内
六
三
郎（堤雲、二十七歳）は、明治になって『同方会誌』（五十七号）
に
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
一
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、
五
○
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そ
れ
か
ら
巴
型
滞
在
中
使
節
か
ら
当
時
和
蘭
に
居
ら
れ
た
林
研
海
氏
の
所
へ手紙を遣りましたが、先方からも用向があったらしく、林研海
マ
マ
氏と内田慎太郎氏（躯考証・内田価次郎の誤まり）とが和蘭から
会
い
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
月の十五日（筆者註・元治元年一一一月十五日）に我一行は愈々巴
里
に
向
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。
所
が
不
幸
に
も
同
行
の
御
害
役
横
山
敬
一
君
が
折
か
ら
の
病
気
で
出
発
が
出
来
ぬ
。
と
い
ふ
て
病
人
一
人
を
残
し
て
行
く
こ
と
も
成
ら
ぬ
の
で
、
付
添
人
と
し
て
乙
骨
を
ホ
テ
ル
に
留
め
て
置
い
て
、
一行は巴里へと向いましたが、横山氏と我一行とは遂にこれが永
き
訣
別
と
な
り
ま
し
た
。
入院した横山の病状は毎日、電報で。くり滞在中の使節に伝えら
れた。鎖港使節の。くり到着と横山の死については、オランダに留
学
中
の
内
田
恒
次
郎
（
剛
学
生
の
取
締
り
）
や
林
研
海
に
も
連
絡
が
あ
っ
た。とくに林は横山と速成関係にあったので、使節は手紙をもっ
て
そ
の
死
を
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
内
田
と
林
は
、
用
事
を
か
ね
て．くりまで出向いている。
三宅秀は「文久鎖港使節随伴記」の中で、
と
述
べ
て
い
る
。
元治元年一一一月二十一一日（洋暦四月二十七日）横山危篤の報に接
した．くり在住の使節らは、早速、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
眠
る
幕
厭
、
横
山
敬
一
（
宮
永
）
ら
四
名
を
、
横
山
の
見
無
い
の
た
め
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
派
遣
し
た
。
か
れ
ら
は
帆
の
八
時
半
ご
ろ
宿
舎
の
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
を
出
る
と
、
午
前
十
一
（５）
時
ご
ろ
列
車
に
乗
り
、
現
地
に
向
っ
た
。
使
節
代
理
の
一
行
は
、
葬
式
を
あ
げることも当然覚悟していたらしく、墓の碑文まで用意して赴い
たのである。
兄無いの一行は、病床に静かに横たわっている横山の遺骸を見
て
が
く
然
と
し
声
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
気
を
取
り
も
ど
す
と
剃
髪
し、納棺の準備に取りかかった。葬式は洋式では行なわず、すべ
て使節の指示通り、日本式で行ない、柚には白布をかけ送葬した。
元
治
元
年
三
月
二
十
四
日
（
汗
暦
四
月
二
十
九
日
）
ｌ
遺
骸
は
馬
鞭
に
乗せられ、マルセイユ郊外サン・ビニールの墓地（Ｑ日呂酔の』の
のＰ甘庁‐国の同の）に運ばれ、同日の午前八時ごろ埋葬した。横山の
死は現地マルセイユの市民の同情を惹いたもののようであり、埋
葬
式
に
は
、
政
府
高
官
の
名
代
、
市
当
川
の
要
人
ば
か
り
か
、
大
勢
の
見
ず
知らずの人までが立ち会い花束を手向けた。
山内六一一一郎はこのときの模様を次のように伝えている。
…
…
市
中
の
人
灸
知
る
も
知
ら
ぬ
も
其
の
死
左
悲
し
糸
、
弔
詞
を
来
り
述
五一
奉
行
智
…
…
…
須
藤
時
一
郎
御
小
人
目
付
…
谷
津
勘
四
郎
同
心
…
…
…
…
松
浪
権
之
亟
小
遣
…
…
…
…
青
木
梅
蔵
？
（三十二歳）
（三十一歳）
（二十八歳）
（年齢不詳）
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横
山
の
墓
地
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
赴
い
た
使
節
名
代
・
須
藤
時
一
郎
ら
が
市の書記ファマンと一緒に共同墓地を一一一月二十一一一日（洋暦四月二
十八日）訪れ、一一千一一百五十五フラン払って、墓地正面右側三区
る
者
多
く
、
又
葬
儀
に
も
加
ば
り
花
環
を
送
れ
り
、
子
が
再
遊
の
時
墓
詣
せ
（６）
し
に
、
市
人
の
花
環
を
掛
く
る
も
の
尚
絶
え
ず
、
其
の
厚
一
局
に
感
動
せ
り
。
法
政
史
学
第
三
十
七
号
《マルヒィ
'し・ピェール蝿
Ｃｉｌｌ１ｏｌｉＭ、
ＨｎｉｎＩｌＪｉ⑩ｒｗ、
|Ⅱ
し、～州 ‘ビエールijJRlleSfL1Il11)iPT･『･心
升上J1艦
蝋尊１Ｍ,ワーー
（二坪の地）に購めたものである。
サ
ン
・
ビ
ニ
ー
ル
墓
地
を
入
る
と
左
側
に
監
理
事
務
所
が
あ
る
が
、
そ
の
斜
め
横
の
一
隅
に
横
山
の
墓
が
あ
り
、
見
つ
け
や
す
い
。
筆
者
は
横
山
の
埋
葬
記
録
を
監
理
事
務
所
の
職
員
の
手
を
わ
ず
ら
わ
し
て
調
べ
て
も
ら
っ
た
が、’八六四年の「埋葬台帳」には日本人の記録は無かった。ひ
ょっとして見落しがあったかも知れぬが……。
旧潅
ＶｉＭｗ］ｊｎｒｌ
五
二
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qII蕗 ｉｉｉ11;iii1ii11iiiiil1ii1iiiiiii1ｉｉｉｉｉ;iii1iii1ii;ｉｉｉ ｛鱗鱗碑文は池田筑後守、撰文は田辺太一、碑名は河田相模守がそれ
（２）大塚武松編『遣外使節日記纂輯第三』（日本史籍協会・
ぞれ執筆した。而碑の台石に横山の官職名と死亡年月日をフラン
昭和五年一月刊）の四○五ページには、「申刻（午後三
（７）
時から五時の間）後吾官吏及従巨等三十四名斎しく上陸
ス語で刻したということである。しかし、筆者は、墓を訪れたと
す」とある。また三宅秀の「航海日記」（『文久航海記』
き、墓石に刻まれた日本文字・フランス語を見なかったように思
冬至書林。昭和十七年五月刊）の一八九ページには、「十
う。撰文は墓の背而の「銅板」に刻ったもののようだし、正面の
日晴。’一一時マルセイル」え着。………五時上陸」とあ
る。
〃碑文〃に
（３）須藤時一郎、谷津勘四郎らが・くりの使節に送った三月二
横
山
信
道
之
基
十四日（洋暦四月二十九日）付の書簡には、「横山敬一
儀者己に去る什一日夜十一時四分前死去いたし侯由にて
筑後守池田発書
……」とある。同書簡は『遣魯伝習生始末』の一八八・ヘ
ー
ジ
に
ひ
か
れ
て
い
る
。
と
あ
っ
た
も
の
も
見
当
ら
な
か
っ
た
。
（
４
）
前
掲
『
文
久
航
海
記
』
に
収
録
。
すでに墓を建ててから百数十年経過しており、この間に文字は
（
５
）
前
掲
『
造
瞥
伝
習
生
始
末
』
の
一
八
八
ペ
ー
ジ
と
岩
松
太
郎
の
『
、
ル
セ
イ
ュ
に
眠
る
幕
臣
・
横
山
敬
一
（
宮
永
）
横山敬一の墓（筆者撮影）
左
ん
じ
すっかり磨滅したｊい）のであろう。ただ横山家の紋所「九に卍」だ
け
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
筆者は墓を掃除し、水と花を添えて帰途についたが、帰りぎわ
に何気なく横山のとなりの墓（二基）に視線を投じた。横山のす
ぐ
と
な
り
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
墓
で
あ
る
。
そ
の
と
な
り
の
オ
ベ
リ
ス
ク
せん
（方尖琳）の形をした墓は、まぎれ刀もなく日本人の７汁ｂのであっ
た。たしか碑名は「前田元行」ではなかったかと思うが、ご存知
の方があれば教示を得たい。
註（１）内藤遂著『遺魯伝習生始末』（東洋堂。昭和十八年九月
刊
）
の
一
八
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
五
＝
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己日日仏丙四ｍ江シ自営ｍｐｍ、い
げ①凶『口のｏ、日ずＨの届＆》日○片口、日日のロ○眠○巨口日のロ●ぐ。］囚］・日ロー
すい、、四口のｐＨＨ丙の』い○匡岸ロ、○白。‐戸日日の庁の四ｍ巳片の（芹①ロ｛の‐Ｐ巨凹首①
己①Ｈｍｏｐｐのの四口庁○日〕）①口司ＨｍｐＯＰＨ］の①●ＰＨの口什ごｏｐＨウロ斤口のロ⑩、９
日①Ｈ］印開のＨ日の目Ｈの』・ロ己。Ｈ庁』①Ｈ・丙。甘口四・Ｑ⑪、臣①忌日Ｈ】］ロロ①］回
』聖の、■（一○口］回己。ご臼の①口ＨＨ〕くい叫二［口Ｈの①】］］の。Ｈ］、の庁Ｈ○口．『四』囚口の］回
⑩巳汁の尻①〕一ロ亘呂・庁。］日日ロロ〕甘汁ロロロのの回｛首・薇の山」）日ロ言の切目の．
Ｈ］小国芹⑪耳の甘什ロ・ロロのゆか『Ｈの］、ロロ①の口向、】已片のＰロロロロ】］トロ庁⑰口
ＨＣｐ芹の已○ｐＨ］、句Ｈ四口◎の。Ｈ］閉口けの曰く○］の』］ザ。豆冨］、口、、〕＆庁Ｐｐｕ群］
（６）
（７） 法
政
史
学
第
三
十
七
号
「航海日記」（『遣外使節日記纂輯第三』に収録）を参照。
「山内堤雲、伝」（『Ⅲ刀会誌’五七号巳を参照。
横
川
の
碑
名
（
フ
ラ
ン
ス
文
）
は
、
『
過
瞥
伝
習
生
始
末
』
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
旨。Ｈ叫巨日⑫巴］］の
枡の、①缶ぐＨ〕」后殿
（
横
山
信
道
の
基
。
日
本
使
節
付
の
武
官
。
’
八
六
四
年
四
月
十
六
Ⅱ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
死
去
）
Ｈ
Ｃ
Ｂ
す
の
ロ
ロ
』
の
Ｈ
ｇ
Ｚ○ず日日◎嵐
○訊臼のＨレヰ月彦の
少尾口ロ■ず、ｍの囚』の
〕Ｐ□○口．仰届の 。
⑩○口］国〕四］Ｈの ■
Ｈ○片。留日ロロ
』似ず胃Ｐロ凹叫シ白日の①〕］］①．Ｈ］の、（且○耳目＆ずのロの①日のロ●汁］の函①凹己Ｈ】］の庁
口酔いのロ汁のＨ岡かＵＤｐ』①］ｏｐＨｍ仏やＨの、い●ｐＱＨｐの庁］かＨの』の、庁・旧鄙のＨＨの．
〃
○の片口風〕。］の①、蒜○○口、：Ｈの四囲ＢＣＨの汁山］回『〕、〕（の』の尾口日の日
、
〃
』ロ】‐ロ］のロ】のｍｐＣ》ロ〕の庁］かＨ①』の岸白ｍＨｍの〕』］の。
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『幕水和蘭留学関係史料集成』（調号に紹介）の続篇とし
て、円派遣関係（文書）、ロ紀行・日記（赤松大三郎和蘭滞在
懐中Ⅱ記など〕日洪翰（赤松・内川・沢・沖田・西・渋沢
・松木）、口雑簑（オランダへ軍艦並蒸気船購入方交渉一件
ほか）、㈱伝記資料（職方履歴史料ほか）、解説（編著者）、
蔦ポオラソダ研学関係年表（宮永孝）を収める。口絵写真地
図一六ページ。原怖作成に本学関係では岩壁義光・島尻克美
・瀬戸義和・長尾政憲・安岡昭男の五名が協力した。
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